
掲載数 3

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 相模原市 小１ 家庭科 生命の尊さ

　特別の教科「道徳」で、「どきどきどっきんぐ」の教材を使い「生命の尊さ」につい
て学習した。その中で、小動物も人間と同じように命があるということから、命の大切
さについて考えることができた。国語科の学習と関連させて、学校にいるうさぎとかめ
の観察を行った。子ども達はじっくりと観察して一匹一匹の違いに気づき、実際に触っ
てあたたかさを感じることができた。普段から様子を気にして見に行ったり、優しく声
をかけたりするなど普段から身近にいる生き物への愛着をもつことにつながった。

「どきどきどっきんぐ」
（東京書籍　あたらしい
どうとく①）
「しらせたいな、見せた
いな」(光村図書　こくご
一 下)

2 湘南・三浦 小６ 家庭科
SDGsについて学
び考える

家庭科の時間にSDGsとはどういうものかという学習をした。その後、総合的な学習の
時間も使い、持続可能な開発目標は、国や企業が考え実行していけばよいことなのか？
自分たちが毎日の生活において目標達成のためにできる事があるのではないかという視
点で考えた。児童それぞれが調べ、学習したことをもとに自分たちでもできる事をみつ
けポスターに表しコンクールに出品した。世界における貧困について調べた児童は、食
べ物を粗末しないよう心掛けたいという感想を述べていた。

SDGs全国子どもポス
ターコンクール

3 湘南・三浦 小６ 家庭科

食育の指導
「5大栄養素を理
解し、オリジナ
ル献立を考えよ
う」

食は命をつくる根幹でもある。食育の指導を通して、健康な暮らしの一端を担えるよ
うな食事の在り方を学び、5大栄養素についてきちんと理解させた。そして、栄養バラン
スの整った献立を考える事で、食事の際の楽しみを再確認するとともに、日々の食事の
中でも児童が栄養バランスに気を配れるような指導を行った。

授業の講師として栄養士を
招き、一緒に学校給食の献
立を考えた。普段の給食の
メニューを写真で振り返
り、改めてバランスのとれ
た食事を取ることの大切さ
について教えてもらった。
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